
　本稿は物理探査ニュースNo.57と59に寄稿した
海域観測に引き続き、2023年も活動が継続してい
た群発地震活動域での機材投入の顛末を書いたも
のでしたが、2024年1月1日の能登半島地震を受け
て記事の掲載を取りやめ、No.62の被害状況の報告
記事としました。発災から半年が経過し、調査活動が
継続されていることもあり、改めて掲載予定だった記
事を一部修正して掲載することとしました。
　地震で亡くなられた方のご冥福をお祈りすると共
に、1日でも早い復興を願うばかりです。

１． 作業できる船を探せ

　2022年の群発地震を受けての観測は、地元漁協
のご厚意で作業に当たれる漁船をご紹介いただき海
底電位磁力計「OBEM」の投入・回収作業を実施しま
した。これはこれで色々ありましたが（是非No.57と
59の記事をご覧下さい）、2023年度の観測はまず
その作業船が無い、という所から始まりました。
　漁船がダメなら作業船として使える釣り船を探そう
という事で調べてみましたが、対象海域の奥能登では
そもそも釣り船が少ない。めぼしい釣り船のオーナー
に電話で相談をしたところ、BLISSという釣り船の
オーナーさんが快く引き受けてくださいました。後に
して思えば、電話でのザックリした話しでよく引き受け
てくれたものだと思います。とは言え、釣り船なので
投入が出来る機材は一切ありません。急遽、金沢大の
平松先生とふたりで船を見に行き、治具を作るために
必要な採寸を行い、横須賀に戻って急遽治具の製作
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能登沖での電磁場観測（その3）
海洋研究開発機構　笠谷 貴史

巻頭図1　やたらフォトジェニックなOBEM。

巻頭図2　OBEMの投入の様子。



りが出来た頃にはすっかり夕方になっていました。翌日から
の天気を考えて1台の設置をやりたいという事で急遽出航
することになりました。巻頭図1は出航直後のやたらフォト
ジェニックなOBEMと夕日です。すごく美しいのですが、人
間はヘトヘトで熱中症寸前だったと思います。港から近い
設置点に向かい、何とか暗くなる前に投入作業を終え、何
とか日が落ちる前には港に戻ってこれました（巻頭図2）。ち
なみに、今回も漁業者さんへの対応という事で砂錘を利用
しています。また、投入作業の関係から電極アームを長短
2種類使っているので、ややカワイイ感じがします。
　現在、BLISSさんの船がある高屋港は隆起により水深
が浅くなって大きな影響が出ています。地震直後の空撮で
SOSを出していた場所の一つがこの高屋港でした。最近
の情報ですと、復旧に向けての作業が始まったそうです。
早い復興を願うばかりです。

を依頼することになりました。

２． 投入できるのか？

　肝心の治具の納品が航海の2日前と言うことで、作った
治具に加え、投入する2台のOBEMと関連し機材を2トン
の箱車に搭載し、自走で能登に向かうことになりました

（図1）。
　現地に着き、船に行って治具を取り付けようとしたとこ
ろ、どうやってもFRP製の船体にわたす金物の寸法が合わ
ない。そのとききっと私は「(ﾟДﾟ)」な顔をしていたと思い
ます。これだけの金属を切断、加工する道具はありません。
有るもので何とかしないといけない。こんな事もあろうか
と持って来ていた垂木や大小のシャコマンを駆使し（図2）、
最後はロープワークで対応。色々問題はありましたが、何と
か取り付けられそうな状況になってきました。
　朝からの必死の治具の取り付け作業や投入作業の段取
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図2　シャコマン、シャコマン。図1　作業を受けて下さったBLISSさんの船。投入用の治具が取り
付けられている。



はじめに

　大学での研究として本研究を選んだきっかけは、大学入
学前から宇宙に興味があり、絶対に宇宙に関する研究がし
たいと考えていたことでした。そして、月や火星のデータを
扱っている研究室があると聞き、私は辻先生の研究室に入
りました。実際に地球外の天体で取得したデータを研究で
扱える、そう考えるとワクワクしませんか。
　しかし、本研究はフィールドが魅力的な一方、難しい点も
いくつかありました。例を2つ挙げるならば、①観測器や
フィールド特有のデータ前処理が必要、②データの種類や
時期が限られるという点です。月に実験してきていいよと
言われれば、欲しいデータを取るために飛んでいきたいと
ころですが、そうはいかないので。

本研究の概要
　本研究では、1970年代に取得されたアポロ14号から
17号のパッシブデータ(JAXA DARTS)を使用しました。
随分古いデータだなと思った方もいらっしゃると思います。
本データを使用した理由は、長い期間月に地震計が設置さ
れていないためです。したがって、本研究ではこれらのアポ
ロのデータを用いて、月に小型の地震計アレイを設置して
微動を観測し、Centerless Circular Array（CCA）法で
解析した場合、どのくらい地下深くまで解析できるかを評
価しました。CCA法はSPAC法など他の解析方法に比べ、
より小さいアレイで観測したデータでも、深い場所まで解
析できるという長所があります(Cho et al., 2006)。宇宙
探査では運べる物資に限度があり、探査システムの小型化
が求められていることから、月の探査にも活かせると考え
CCA法での解析を想定した本評価を行いました。
　ところで、月の地下を調べることができれば、どのように
活用できるでしょうか。例えば月面下のS波速度構造が分
かれば、月での水資源の発見や地盤支持力の推定に役立
つと私は考えています。月の地下には水があると考えられ
ており(Kayama et al., 2018)、月の水は将来の宇宙探
査においてロケットのエネルギー(水素)などとして活用で
きるでしょう。しかし、水がどこにどのくらい存在するのか分
かっていないため、探査によって地下を調査する必要があ
ります。また、将来的に月は基地建設が計画されています
ね。月に建物を建てるうえで地盤を調査するためにも、月
の地下を調べることは重要となるでしょう。

地球での検証実験
　月面で実際に実験をすることができないため、本システ

ムの検証実験は地球上で行いました。大学の近隣にある今
津運動公園や月面の表層に近いと言われている砂浜に地
震計を小型アレイ状に設置し、微動データを取得しました。
本実験はCCA法で解析することを想定していたため、直径
1m以内のアレイを様々なパターンで設置しました。小さ
いアレイは場所を取らず設置しやすいのですが、少しのず
れが解析結果に響きます。そこで私は、実験の際に角度と
長さをその場で測らなくて済むよう、図1の右写真のような
装置を作りました。材料は、家にあった段ボールと丸めた新
聞紙です。アレイ半径に切り揃えた棒状の新聞紙を円状に
切った段ボールに等角になるよう貼り付けました。新聞紙
の先端が地震計の設置場所の目安として使用できます。我
ながら便利でしたので、ぜひ小さいアレイで観測実験をす
る際はお試しください。
　ちなみに余談ですが、月面の表層に近いとされる砂浜の
データは、海風によるノイズの影響が強すぎたため、本論
文では今津運動公園のデータのみを採用しました。

限られた月のデータによる可探深度の検討
　CCA法で求められる可探深度は、微動の「NS比（SN比
の逆数）」、「アレイ半径」、「地震計の数」の影響を受けま
す(Cho et al., 2006)。このうち、「アレイ半径」と「地
震計の数」は我々がアレイを配置する際に自由に決める
ことができるので、月の環境を考慮する際、重要となるのは
月での微動の「NS比」となります。そこで、アポロ14号か
ら17号の微動データから月で観測された微動のNS比を
推定することで、月の環境下で小型アレイによる微動観測
を想定するという工夫をしました。このことより、実際に月
面で地震計アレイでの観測をしなくても、様々なアレイを
用いた場合の可探深度を推定することができました。解析
の結果、例えば求めたい深度が3mの場合、精度の良い地
震計を用いてノイズを抑える、もしくはノイズの小さい時

研究の
最前線
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月をはじめとしたデータ取得が
困難なフィールドの研究

NTT宇宙環境エネルギー研究所
（受賞時：九州大学大学院工学府地球資源システム工学専攻） 　折田 まりな

令和4年度
奨 励 賞

図1　砂浜での実験の様子（左）とオリジナルの地震計設置用装
置(右）



間帯のデータを選んで解析すれば、五角形アレイでは半径
0.3m、三角形アレイでは半径0.5mの小型アレイでも探
査できることが分かりました（図2）。

現在の私の研究について
　私は大学卒業後、物理探査や宇宙とは少し遠い研究をし
ています。現在は、地球環境の保全と人間社会の豊かさの
両立をめざして地球環境未来予測技術の確立に向けた研
究に取り組んでいます。地球環境未来予測技術とは、人間
活動やその他の外部要因により変化する地球環境を観測
することにより現状把握し、モデル化によりメカニズム解明
し、再生過程をシミュレーションする技術のことです。
　自身の研究テーマでは、特に海洋酸性化(海のpH低下)
による海洋生態系への影響に着目した研究を行っていま
す。皆さんは、海洋酸性化をご存じでしょうか。誰もが知る
地球温暖化と同様に、海洋酸性化は人間活動による大気
CO₂の増加が一因で、現在徐々に進行していると言われて
います。海洋酸性化が進行すれば、海洋生物の成長阻害・
殻の溶解、さらには海洋生態系の崩壊が発生します（図3）。
そうすると、捕れなくなる魚が増え、将来的にお寿司が食べ
られなくなるかもしれません。さらに生態系は、気候の安定

化や災害の抑制など地球システムにおいても重要な役割
を担っているため、生態系の崩壊は環境問題の加速にもつ
ながります。そこで私は、例えば海藻をどこにどのくらい増
やした場合、生態系がどのくらい再生するかを定量的に予
測できれば、海洋酸性化対策の精度が上がり生態系の保
全につながるのではないかと考えています。そのような考
えのもと、海洋酸性化による生態系への影響を炭素循環の
観点からモデル化し、将来的な生物量変化をシミュレー
ションする研究に取り組んでいます。
　本研究に取り組む中、宇宙と同様、海も大変面白い
フィールドだと感じています。海も宇宙のように取得できる
データが限られており、そして直視できず未知な領域がほ
とんどです。特に海洋生態系は複雑で、生物特有のパラ
メータがあったり、捕食被食関係があったり、様々な環境要
因が複合的に影響を与えていたりとモデル化が難しいと感
じます。しかし、海洋生態系の保全は環境問題や食の問題
に大きく関わる重要なテーマだと思いますので、これから
頑張っていきたいです。また、将来的には物理探査の手法
を活かした海洋生態系の研究もできればと考えています。
物理値を用いて、間接的に生物量が観測できれば面白いと
思います。

おわりに
　今回記事の執筆依頼をいただいた月探査の研究は、辻
健教授、池田達紀准教授をはじめとする様々な方のサポー
トがあり、論文執筆まで至ることができました。
　また、今回物理探査ニュース記事を執筆する機会をいた
だき、大変光栄です。誠にありがとうございました。
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図2　アポロ14号着地点におけるアレイ半径ごとの可探深度

図3　海洋酸性化が生態系へもたらす影響のイメージ



1. はじめに
　重力探査（その4）では、地下構造の推定を取り上げます。地
下構造の推定には、定性解析と定量解析があります。
　定性解析は、ブーゲー異常を見たとき、その高低や空間変化
の大きさ、パターンから地下の情報を読み取るものです。熟練
者がブーゲー異常図を見て、「ああ、この辺りは堆積層が結構厚
いね。」とか「この辺りに断層があるんじゃないかな。ちょっと
地質図か活断層図を見てみよう。」と言っているのを皆さんも聞
かれたことがあるかもしれません。あるいは、ご自身がおっしゃ
られたりすることがあるのではないでしょうか。前回のフィルタ
を活用したり、地質図等、他の地球科学データを参照したりする
と、地下についてのより多くの情報を得ることができます。
　定量解析は、ブーゲー異常を含む重力異常から、深さ何km
のところにどれくらいの密度差をもった異常源がどれくらいの
規模で存在するのかということを、数値で表現できるように地
下の情報を読み取るものです。地下構造が球や横倒しの円筒
のような構造であれば、それぞれの簡単な解析解を用いて定量
的に地下の情報を得ることが可能かもしれません。しかし実際
の構造はそう簡単なものばかりではありません。基本的に、計
算機を用いることを念頭においた解析手法が研究・開発されて
きています。
　定量解析と定性解析の中間的な位置づけにある解析手法も
あります。前回のフィルタリングに登場した、重力異常の変化率
や曲率等に着目して地下構造の特徴を抽出する手法はこの部
類に入ります。また、密度分布は不要で、重力異常の原因体（層）
の分布や形状を知りたいという要望に応える解析、例えばオイ
ラー・デコンボリューション（例えば, Zhang, et al., 2000）な
どもこれに相当します。これらは半自動解析手法ともよばれます。
　最終回では「地下構造の推定」と題し、定量解析について、
順解析、逆解析の順にそれらの概要を解説します。

2. 順解析
　順解析（フォワード・モデリング）とは、解析者が重力異常の原
因となる地下構造をモデル化し、その地下構造から予想される
重力異常が観測値（重力異常値）と一致するよう、モデルを修正
することで地下構造を推定する手法のことです。原因（周囲と異
なる密度構造）が存在するから結果（重力異常）が存在するとい

う因果律に順う解析方法であるため、この名があります。
　重力探査でよく用いられる順解析手法に、Manik Talwani 

（1933〜2023）によるタルワニの方法（Talwani et al., 1959）
があります。これは図1に示されるように、地下構造を多角形で
近似・モデル化し、その多角形の頂点での引力（ 、 ）を計
算するものです。
　モデル例を図2に示します。図2は、地下に周囲との密度差が
0.3g/cm3の平行四辺形があったとき、地表で観測される重力
異常 を表したものです。地下構造が周囲より大きな密度差
をもち、平行四辺形であるため、 は周囲より高異常であり、
その形は非対称になっています。
　タルワニの方法は、使い方を少し工夫することで、層構造の
モデル化を行うこともできます。図3は、基盤との密度差が−0.3 
g/cm3である堆積盆地のモデルです。地下構造が周囲より小さ
な密度差をもつため、 は周囲より低異常になります。この堆
積盆地のモデル化では、図3に示されている範囲よりも広い範
囲、例えば堆積層は水平方向に±100kmまで広がっているとい
うように設定し、堆積層を多角形で表現します。そうすることに
より、例えば、構造が急に終わってしまう等、モデルの境界の影
響を抑えることができます。
　Talwani et al.（1959）は も計算できるため、数値微分を
併用することで2次元の重力偏差を全て求めることができま
す。また、ここで示したものは2次元構造に対する解析例です
が、3次元解析に対応した解もあります。
　一般に順解析では、地震探査結果やボーリングデータ等、い
わゆる参照データがないと適切な解を得ることが難しくなりま
す。参照データが十分にある場合、熟練者が行う順解析は、後
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京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　楠本 成寿

わかりやすい物理探査
重力探査　その４：地下構造の推定

物理探査
手法紹介

図1	 地下構造の多角形によるモデル化（原因体と周辺媒質の密
度差による頂点での重力異常を計算）

図2　地下に周囲との密度差が0.3g/cm3の平行四辺形の構造が
あるときに地表で観測される重力異常	（a）重力異常	（b）地下
構造モデル



述の逆解析に勝るともいわれますが、同じ参照データが与えら
れても、解析者によって解析結果に差異が生じるということもあ
ります。

3. 逆解析
　逆解析（インバース・モデリング）とは、解析者が地下の密度
構造と重力異常の数学的関係に適当な条件や仮定を付けて、
重力異常から地下密度構造を直接推定する手法のことです。順
解析と異なり、結果（重力異常）から原因（周囲と異なる密度構
造）を推定するという因果律と逆方向の解析方法であるため、
この名があります。
　重力探査の逆解析では、地下構造を層構造と仮定して解析を
行うモデルと、層構造と仮定せずに解析を行うモデルの2種類が

あります。古典的ではありますが、ここでは前者のモデルとして
Bottの方法（Bott, 1960）を、後者のモデルとしてLast and 
Kubikの方法（Last and Kubik, 1983）を取り上げます。
　Bottの方法は、図4（a）に示されるように、地下に2層構造を
仮定し、重力測定点 直下の堆積層の厚さ を反復法

 （1）

によって推定します。ここで は 回目の反復計算で得ら
れる堆積層の厚さで、 は 回目の反復計算時の堆積
層の厚さを意味します。また、 は への補正項で、
以下のように与えられます。

 （2）

ここで は万有引力定数であり、 は堆積層と基盤岩の密度
差です。また は、観測された重力異常値と 回目の
計算で推定されている堆積層の厚さから見積もられる重力異
常値との差です。補正項では、この重力異常値の差を堆積層の
厚さ に変換して、 に対する補正量としています。変
換には無限平板表面中心での重力異常を与える を用
いています。
　この計算は反復法ですので、何らかの初期値を解析のはじめ
に与えてやる必要があります。ここでは初期値 として一
定値1.5kmを与えています（図4（b））。図4（d）は図3（a）の重力
異常を説明する地下構造を推定した結果で、設定された地下構
造（図3（b））をよく再現できています。図4（c）は1回目の反復計算
を行った結果です。補正項が十分に働いていることが分かりま
す。ちなみに図4（d）は71回の反復計算後の結果です。
　一般に、この種の計算は初期値依存性が強いため、初期値の
設定には気を使います。地震波探査結果やボーリングデータな
ど、他の物理探査結果がある場合、それらを参考に初期値の設
定を行います。このような情報がない場合、前回のお話に出て
きました、重力異常のパワースペクトルから推定した平均境界
深度情報を参考にすることになります。
　Last and Kubikの方法は、図5（a）に示されるように、地下を
矩形あるいは直方体の集合体で表現し、地表で観測された重力
異常を説明できるように最適な密度 を割り振っていきます。
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図4　図3（a）に示される重力異常を説明する地下構造の推定（Bottの方法）	（a）Bottの方法のモデル	（b）地下構造の初期モデル　地下の
平均深度を1.5km、基盤岩と堆積層の密度差を−0.3g/cm

3
と仮定した	（c）反復計算1回目の計算結果	（d）71回目の反復計算結果

図3　地下に周囲との密度差が−0.3g/cm
3
の堆積層があるときに

地表で観測される重力異常	（a）重力異常	（b）地下構造（堆
積盆地）モデル



矩形や直方体のサイズは全て同じである必要はなく、浅部を小
さくし、深部を大きくしても問題ありません。直方体の体積を
とすると、地表面の と地矩形の密度 の間には、万有引力
の法則により以下の関係が成立します。

 （3）

ここで であり、重力測定点と直方体の位置関係から
一意に決まる定数になります（図5（a））。したがってこの式から、
重力異常 と密度 は線形関係になっていることが分かりま
す。ここで は既知量で、 は未知量になります。最適化の問
題では、推定したい未知量の数よりも既知量である観測データ
の数が多い場合、優決定問題とよばれ、未知量の推定に最小二
乗法がよく用いられます。Last and Kubikの方法では と
は線形関係になりますが、既知量の数よりも未知量の数の方が
多くなっています（図5（a））。未知量の数が既知量の数より多い
状況で未知量を推定する問題のことを劣決定問題といいます。
このような場合、最小二乗法を単純に使うことはできません。
　優決定問題で採用される最小二乗法は、観測値とモデルの
残差（予測誤差）の二乗和を最小とするようにモデルを推定しま
す。一方、劣決定問題では問題の劣決定性を減衰させるため
に、予測誤差の二乗和だけでなく解の二乗和も考慮します。予
測誤差の二乗和と重みを付けた解の二乗和の両者の和を最小
化して解を推定します（詳細は物理探査学会（2024）を御覧下
さい）。ただ、この方法で得られた解は、重力異常を地表面付近
の密度異常で説明しようとする特徴があります。
　そこでLast and Kubik（1983）は、重力異常を説明する密度
分布の領域を最小にする重みを付け、反復計算により解を得る
方法を提案しました。この重みを付けることにより、重力異常を
地表面付近の密度分布だけで説明しようとすることなくなりま
した。このような重みについては、領域最小化のほかに、解は緩
やかに変化するという重みもよく用いられます。近年では原因
となる構造を際立たせる重みや解析手法も提案されています。
　図5（b）から（d）は、図2（a）の重力異常を説明する地下構造の
推定状況を示したものです。図5（b）は1回目の計算結果です。
まだ領域最小化の重みが十分に作用していないため、図2（a）の
重力異常を表面付近の密度分布で説明しようとしています。図5

（c）は5回目の反復計算結果です。領域最小化の重みが機能し
ており、推定された密度分布は解（図2（b））に近づいています。
図5（d）は10回目の反復計算結果です。計算結果は解のモデル

をほぼ再現できています。
　逆解析は、データと解析コード（ソフトウェア）が同じであれ
ば、誰が解析を行っても同じ解を出してきます。客観性や再現性
という点では大変優れています。しかしながら、そのために、得
られた解が独り歩きする場合や解析者の解釈が追いつかない
ことがあります。

4. まとめ
　これまで4回にわたってお話させて頂きましたが、重力探査は
基本的にニュートンによる万有引力の法則に基づく地下構造探
査手法です。簡単そうという印象をもちますが、重力測定から重
力異常を導出するところまでにも色々なハードルがあり、意外と
面倒だなと思われたかもしれません。解析手法も色々な工夫が
凝らされており、とっつきやすいものからちょっと…というものま
であります。近年は重力偏差を用いた解析も普通になってきて
おり、重力探査も大分様変わりしました。今後も「そう来たか！」と
いうような解析手法や測定手法が開発されるかもしれません。

謝  辞
　これまで4回の記事に目を通して下さいました皆様に感謝致
します。また執筆の機会を頂きましたニュース委員会の皆様に
深謝申し上げます。ご担当頂きました鈴木浩一様にはいろいろ
な場面で大変お世話頂きました。記して感謝申し上げます。
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図5　図2（a）に示される重力異常を説明する地下構造の推定（Last	and	Kubikの方法）	（a）	地下を矩形の集合体でモデル化	（b）	1回
目の反復計算結果	（c）5回目の反復計算結果	（d）	10回目の反復計算結果.



　2024年5月13日から15日にかけて、茨城県つくば市のつく
ば国際会議場において、6th Asia Pacific Meeting on Near 
Surface Geoscience & Engineering incorporating 
15th SEGJ International Symposiumが開催されました。本
会議は、EAGEが主催するアジア太平洋地区の浅層物理探査の
イベントですが、今回はEAGEとSEGJの共催とし、かつSEGJ
の国際シンポジウムも兼ねて開催されました。今回、事務局長と
して運営に携わりましたので、運営側からの視点で報告したいと
思います。
　開会式では、EAGEのCEOであるMarcel van Loon氏と本
会議の議長である地科研の小澤さんからの挨拶に続き、来賓と
して、産総研地質調査総合センター長の中尾信典様、ホストスポ
ンサーである応用地質株式会社代表取締役社長の天野洋文様
からご挨拶をいただきました。
　基調講演は、各日2講演ずつ様々な分野の方に講演をお願い
しました。初日は、元SEG会長のCraig J. Beasley博士から
SEGJとの関係を懐かしいビデオで見せていただき、JOGMEC
の岡田和也博士からは国内の洋上風力関連調査の現状をご紹
介いただきました。2日目は、中国科学アカデミーのDi 
Qingyun教授から中国での電磁法開発に関して、鈴木会長（当
時）からはミューオンを用いた探査についてご紹介いただきまし
た。3日目は、JAXAの吉川真博士から、小惑星探査機はやぶさ
2のミッションに関して、ルイジアナ州立大のJuan Lorenzo教
授からはミシシッピ川での河川堤防調査例についてご講演して
いただきました。
　招待講演については、紙面の都合で全てをここで紹介できま
せんが、合計10名の方にお願いし、関連するセッションにて講
演をしていただきました。本来であれば基調講演として聞きた
いような話も多々あり、講演時間が20分（質疑込み）は少し短く
て物足りなかったかもしれません。
　今回の参加登録者数は180名で、24か国、102の機関から
の参加がありました。その他、運営側の参加者も含めれば、参加

者は200名程度だったと思われます。ほぼ当初の計画通りで、事
務局側としてはほっと胸をなでおろしました。
　通常講演は、2つの会場にて行われました。招待講演者も含め
て口頭発表が72編、ポスター発表が26編でした。査読は技術
委員会が担当しました。プログラム編成に関しては、いろいろな
制約がある中、技術委員の須藤さんにご尽力いただきました。こ
れまで毎回この仕事をされているそうで、頭が下がります。
　国際会議場の多目的ホールに設置した展示会場には11社の
ブースと休憩場所、ポスター発表会場を設けました。昼食はお
弁当を配布しました。数が不足することを心配し注文しすぎて、
毎日10個以上の廃棄が発生してしまったのが残念でした。
　初日の夕方には、ウェルカムレセプションを展示会場と同じ場
所で開催しました。予算が限られる中、開催地である茨城県の
MICE誘致推進協議会からご支援をいただき、10種類ほどの県
内の地酒を用意することができ、参加者の方に楽しんでいただ
けたのではないかと思います。
　会議の閉会時に、共同議長である台湾の国立陽明交通大学
のChih-Ping Lin教授から挨拶があり、次回は中国西安市に
て、2025年5月13日～15日という、偶然にも今年と同じ日程
で開催されるというアナウンスがありました。ただ、実はそれま
での講演発表で話題に挙がっていましたので、知っている人も
多く、盛り上がりには欠けたかもしれません。
　本会議の運営にあたっては、数か月前からEAGEマレーシア
KLオフィスの事務局と何度もやり取りを行い、直前までドタバ
タと準備を行いました。にも関わらず、当日になって準備不足が
露呈してしまいましたが、国際委員の方々やボランティアのみな
さんの協力のおかげでなんとか乗り切れました。感謝したいと
思います。この準備の間、何か問題が発生しても深刻に考える
のはいつもSEGJ側だったような気がします。日本人の誠実さ
が実感できましたが、ほどほどのいい加減さがあってもいいん
だろうなと思いました。次回のSEGJ国際シンポジウムの際に
は思い出そうと思います。

8

応用地質株式会社　小西 千里

EAGE NSGE & SEGJ 国際シンポジウム 開催報告

参加者の集合写真 左から、小西、議長の小澤さん、共同議長の
Chih-Ping	Lin教授

茨城県の地酒たち



　第150回（2024年度春季）学術講演会は2024年6
月4日～6日の3日間にわたり、早稲田大学国際会議場と
オンラインのハイブリッド形式で開催されました。ハイブ
リッド形式での開催は第145回学術講演会から続く形で6
度目となりました。来場参加者は189名（うち学生21名）、
またオンラインのみでの参加者は29名（うち学生1名）と、
多くの方々にご参加いただきました。今回は「手法スペシャ
ル」と称して、探査手法ごとのセッション分けでプログラム
編成を行い、45件の口頭発表及び7件のポスター発表を
していただいたほか、展示団体にもショートプレゼンテー
ションをおこなっていただきました。
　2日目には特別講演が開催されたほか、総会および表彰
式も開催されました。また、5年ぶりに開催された交流会に
94名の方々が参加し、話に花を咲かせていました。

〇特別講演

　特別講演として、田口　康氏（防災科学技術研究所）お
よび内田利弘氏（産業技術総合研究所）のお二方にご講演
いただきました。
　田口氏には「『SIPスマート防災ネットワークの構築』
の取組」と題し、戦略的イノベーション創造プログラム

（SIP）による、国、自治体、及び個人の災害対応力の強化・
向上へ向けた取り組みや課題についてご講演いただきま
した。
　また、内田氏には「物理探査学会のこれまでの歩みと将
来への期待」と題し、本学会が発足した経緯や現在に至る
までの歴史、今後の展望についてご講演いただきました。

〇おわりに

　コロナ禍以降から続くハイブリッド形式での開催ではあ

りましたが、多くの方が現地で参加されており、交流会の開
催も相まって非常に活気のある講演会であったと感じまし
た。また、今回の講演会を特に大きなトラブル無く終える事
ができたのは参加された皆様のご協力の賜物です。この場
をお借りして深く感謝申し上げます。
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学術講演委員会 住鉱資源開発株式会社　山田　航

第150回（2024年度春季）学術講演会開催報告

講演会場の様子

交流会の様子

田口　康氏 内田利弘氏
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2024-2025年度 物理探査学会 会長挨拶・役員紹介

　このたび、鈴木敬一前会長の後任として、2024年度総会において物理探査学会の会長に就任いたしました。ここ
に一言ご挨拶申し上げます。
　本学会は、創立以来75年以上にわたり、学術界・産業界・研究機関にわたる多彩で広範な物理探査に関する
専門知識と技術を駆使し、資源・環境・防災・土木・農業など、社会の基盤を支える分野で不可欠な役割を果た
してまいりました。世界の各地域における物理探査に係る組織（Society）は、それぞれの地域のニーズに応じた活動
を展開しつつ、相補的に連携することで、食料・エネルギー・環境・安全など、世界的な課題の解決に向けて貢献
しております。
　このような国際的な枠組みの中で、当学会の先人たちが築いてきた伝統をしっかりと受け継ぎ、さらなる社会貢
献・国際貢献の発展を目指して、学会の発展に微力ながら尽力してまいりたいと思います。会員の皆様におかれまし
ても、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　また、各組織レベルでは対応が難しく、国レベルでも解決が困難な課題に取り組むために、私たち非営利組織の
果たすべき役割は非常に大きいと考えております。公益社団法人としての課題を見極め、より良い社会の実現に向け
て全力で取り組んでまいります。 松島　潤（東京大学）

事務局長　大西 正純

副会長　小田 義也
東京都立大学
表彰委員長

会長　松島　潤
東京大学

常務理事　岸本 宗丸
日鉄鉱コンサルタント

理事　吉川　猛
基礎地盤コンサルタンツ
会員・広報委員長

理事　横田 俊之
国立研究開発法人
産業技術総合研究所
会誌編集委員長

理事　倉橋 稔幸
国立研究開発法人
土木研究所
学術講演委員長

理事　志賀 信彦
三井金属資源開発
事業委員長

理事　小澤 岳史
地球科学総合研究所

国際委員長

理事　井上 敬資
国立研究開発法人農業・
食品産業技術総合研究機構
ニュース委員長

理事　光畑 裕司
国立研究開発法人
産業技術総合研究所
会員・広報委員会担当

理事　後藤 忠徳
兵庫県立大学

ニュース委員会担当

理事　石垣 孝一
日本地下探査

学術講演委員会担当

理事　岡田 和也
独立行政法人エネル

ギー・金属鉱物資源機構
総務・財政委員会担当

副会長　山根 照真
物理計測コンサルタント
総務・財政委員長

理事　荒川 浩樹
INPEX

企画開発委員会担当

理事　小西 千里
応用地質

企画開発委員長

理事　佐藤 浩章
一般財団法人
電力中央研究所
事業委員会担当

理事　山田 伸之
高知大学

会誌編集委員会担当

監事　大貫 良太
MMPGエーマック
公認会計士

理事　上田　匠
早稲田大学
国際委員会担当

監事　相澤 隆生
一般社団法人全国地質調

査業協会連合会

理事　鈴木 敬一
公益財団法人
深田地質研究所
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著作権について …………………………………
　本ニュースの著作権は、原則として公益社団法人物理探
査学会にあります。本ニュースに掲載された記事を複写し
たい方は、学会事務局にお問い合わせ下さい。なお、記事の
著者が転載する場合は、事前に学会事務局に通知いただけ
れば自由にご利用いただけます。
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 E-mail：offi  ce@segj.or.jp
 ホームページ：https://www.segj.or.jp/
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　この度、委員長を務めさせていただくこととなりました、
農研機構の井上と申します。吉川前委員長は、2009年
のニュース発刊から委員をされ、長年にわたり物理探査
ニュースの運営・発展にご尽力を頂きました。感謝を申し
上げたいと思います。
　私は、以前も委員をさせて頂いておりましたが、また担
当させて頂くこととなりました。その間、新型コロナウィル
スの対応などもあり、デジタル化が一気に進んだかと思い
ますが、ニュース委員会もデジタル化が進んでおり、びっ
くりいたしました。しかし、委員会後の意見交換も機会を
見ては行っているとのことで、必要？な方法は残しながら、
色々なやりかたを進めることで新しい意見も出てくるもの
かと思いました。引き続き、物理探査技術について、分かり
やすく紹介すると共に、最新の技術や学会の活動につい
てタイムリーをお伝えしていけるよう頑張っていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。

（ニュース委員会委員長　井上 敬資）

お知らせ

第149回（2023年度秋季）学術講演会表彰者
　学術講演会最優秀発表賞と優秀発表賞の受賞者が決定しました。
おめでとうございます。受賞者には第149回学術講演会（2023年
度秋季）の会場において賞状の授与を行いました。

最優秀発表賞（ポスター）
タイトル：枯渇ガス田でのCO2圧入を目的としたDASケーブルを用

いた坑井間地震探査のフィージビリティスタディ
発 表 者：藤本　暁さん（JOGMEC）

優秀発表賞（ポスター）
タイトル：Rayleigh波分散曲線からS波速度構造への逆解析に対す

る深層ニューラルネットワークの適用に関する基礎的検討
発 表 者：吉野 将生さん（九州大）

第150回（2024年度春季）学術講演会表彰者
　学術講演会最優秀発表賞と優秀発表賞の受賞者が決定しました。
おめでとうございます。受賞者には次年度の学術講演会（2025年度
春季）の会場において賞状の授与を行います。

最優秀発表賞
タイトル：Double-diff erence法に基づいた地震波速度と減衰構造

の推定：奥会津地熱地域での涵養注水試験への適用事例
発 表 者：岡本 京祐さん(産総研)

優秀発表賞（口頭）
タイトル：海上地震探査データの高解像度化に向けた深層学習モデ

ルの適用
発 表 者：蛯谷 亮さん（JOGMEC）

タイトル：比抵抗モニタリングによる比抵抗と電極移動量解析の数
値的検討

発 表 者：木佐貫 寛さん（応用地質（株））

第64回（令和5年度）物理探査学会賞

論文業績賞
論文賞
受 賞 者：井上 雄介、今井 幹浩、松原 由和
対象論文：新しい地盤調査法―海底微動アレイ探査システムの開発

とその適用―
事例研究賞
受 賞 者：坂下　晋、岡田 真介、今井 幹浩、楮原 京子、城森　明、

松原 由和、山本 正人、外處　仁
対象論文：横ずれ断層における各種物理探査の適用可能性の検討

（その2；S波極浅層反射法探査および比抵抗　2次元
探査）―郷村断層帯および山田断層帯における事例―

奨励賞
受 賞 者：井上 雄介、今井 幹浩
対象論文：新しい地盤調査法―海底微動アレイ探査システムの開発

とその適用―

第64回（令和5年度）永年貢献表彰
（永年貢献表彰）
①在籍30年以上かつ満70歳以上の正会員（20名）
齊藤 重俊、川中　卓、藤田　淳、金田 義行、稲崎 富士、古谷 昌明、
野崎 京三、黒田　徹、辻本 崇史、岸本 清行、中井 卓巳、前川　聡、
大橋　正、河内 邦夫、大沼　寛、松村 享二、大友　譲、平林 憲次、
山田　眞、横山 訓久
②50年在籍賛助会員
該当なし
③30年在籍賛助会員（3社）
有限会社アスクシステム、一般社団法人全国地質調査業協会連合会、
株式会社日本メジャーサーヴェイ

第151回（2024年度秋季）学術講演会のお知らせ
　第151回学術講演会を下記により開催します。現地開催のみ（オ
ンライン配信無し）で準備を進めております。また、従来通りに適用分
野ごとのセッション分けでプログラム編成を行います。新たな試みと
して、講演論文集を冊子版から電子版（PDFファイルのダウンロード）
へと移行いたします。
会期：2024年12月4日（水）～12月6日（金）
会場：宮崎市民プラザ
詳しくは物理探査学会HPをご覧ください。 
https://segj.or.jp/event/lecture/2024/07/151.html

地盤探査研究会（洋上風力）　開催案内
　地盤探査研究会では、下記の通り令和6年度第2回（第42回）研究
会を開催します。
日時：令和6年9月30日（月）14:00～16:30
会場：1. 早稲田大学西早稲田キャンパス 55号館 1階 第2会議室
　　　2. オンライン（別途アクセス方法を案内）
詳しくは物理探査学会HPをご覧ください． 
https://segj.or.jp/news/2024/08/post-142.html




